
打たん鐘は響かん，だから

校長 森山 勇

５月は町内会やスポーツ少年団など各種団体の総
会が目白押しです。昨年度の活動実績の報告から始
まり，新年度の活動計画案の承認を経て，平成３０
年度の各種団体が動き始めます。新年度の躍動を感
じる季節です。

鹿児島に伝わる教えに「打たん鐘は響かん」があります。目の前に素晴らし
い鐘があっても，打たないことには響かない。自分の目の前にあることに勇気
を持って挑戦しなさいという教えです。何事にも原因があって結果があるとい
う意味にも使われます。踏み出す一歩の大切さを教えてくれています。
各種団体の総会等で提案された平成３０年度の活動ではどんな鐘が打たれ，

どのような音が響くのかを今から楽しみにしています。
， ，大谷翔平選手は アメリカの大リーガーで二刀流として大活躍していますが

打者としては敵の監督に「危険なバッター」と恐れられ，投手としても，多く
の打者から三振をもぎ取るすばらしい活躍をしています。これも大谷選手自身
が投手と打者という二つの鐘を打ったからこそ，二刀流の音を響かせてくれて
いるのです。

さて，本年度の西伊敷小の子どもたちはどうでしょうか。先日の全校朝会で
は 「自ら目の前にある鐘を勇気を持って打ちましょう 」とお話をさせてもら， 。
いました。新学年がスタートして子どもたちは，新しい担任の先生にもすっか
り慣れ，大きなけがもせず，お友達と仲よく学校生活を送っています。運動会
に向けて，一人一人の子どもは，かけっこで一位になりたい，応援団を頑張ろ
う，学年種目を間違わないでしっかりとやり遂げたい，など自分のよさを生か
した目標を持って練習に臨んでいるせいか，練習態度も立派です。
校庭では，入場行進，リレー，かけっこ，応援団，学年種目などの運動会練

習に精一杯取り組む姿がよく見られます。熱心に取り組んでいる姿は，見てい
る者を引きつけます。長く見ていても不思議なことに全然疲れません。昼休み

， 。 ，は応援団練習など 自主的に活動する子どもも目立つようになりました また
練習でへとへとになって食べるおいしい給食は，いつもより残食が少なくなっ
ています。学校を欠席する子どもたちも大変少なくなっています。
運動会に向けて子どもたちは，たくさんの鐘を打っているのです。その鐘を

更に力強く打ってくださっているのは，学校支援ボランティアや地域，保護者
の方です。組体操や踊りの指導に何度も学校に来て御指導くださったり，気持
ちよく運動会を迎えてほしいと築山や植え込みの剪定作業等に御協力いただい
たりしていることに心から感謝します。

打てば響く素直な西伊敷小の子どもたちをさらに伸ばしていけるよう，子ど
ものよさという鐘をこれからも打っていけたらと思っています。御理解・御協
力をよろしくお願いします。
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音楽集会 ６年生
(６／１８：水）

６月１８日(水)第１回目の音楽集

会が行われ，６年生が「翼をくださ

い 「星空はいつも」の合唱 「ラバ」 ，

ースコンチェルト」の合奏を発表し

ました。美しい歌声と演奏が響きま

した。次回の音楽集会は，７月９日

(水)５年生の発表です。

， ， （ ），６月２日から 本校の卒業生 森園陸斗さん ２週間
（ ） ， 。牧青穂さん ４週間 の２名が 教育実習に来られました

４年２組生，６年１組を中心に，授業参観や実習授業を行
いました。子どもたちや先生方と積極的に関わり，意欲的
に取り組む姿が見られました。

学級 についてのお知らせ・お願い】【 PTA

早いもので，一学期も残すところ２０日ほどとなりました。７月に入りますと，学年ごとに

授業参観・学級 が行われます。学級 では，一学期の反省や夏季休業中の計画など大PTA PTA
切な話し合いになります。御多用な折かと存じますが，ぜひ御出席ください。なお，車の乗り

入れはできませんので，御了承ください。道路や中央公園駐車場等への駐車についてもくれぐ

れも御遠慮ください。

ＰＴＡ教育講演会
（６／６：金）

ネットポリス鹿児島の戸髙
成人さんを講師に「ネット社

」会の現状と問題解決への取組
の演題で御講演いただきまし
た。それぞれの家庭で，情報
モラルについて真剣に考える
ことの必要性等について分か

。りやすくお話いただきました

教育実習生２名

小・中連携研修会
（６／９：月）

緑丘中・花野小・川上小・
西伊敷小，４校の先生方が集

。まっての研修会を行いました
授業参観の後，小・中学校そ
れぞれの課題等について情報
交換を行い，共通実践事項に
ついて話し合いました。

避難訓練・集団下校
（６／４：水）

大雨等を想定した避難訓
練・集団下校を実施しまし
た。大雨や洪水時の注意を
学習したあと，６年生がリ
ーダーとなって，危険箇所
を確認しながら下校しまし
た。

夏の心豊かで元気あふれる『さつまっ子』を★
育てる運動 ７月１日～８月３１日

夏休みは，子どもたちが家庭や地域にもどり，学校生
活でできないことを学び体験する良い機会です。家事の
分担をして家族の一員としての自覚と責任を持たせる，
「親子２０分間読書」を日課にする，地域の行事やボラ
ンティア活動に参加するなど親子で話し合って有意義な
夏休みを迎えるようにしましょう。

※梅雨の終わりの時期，大雨や洪
水が心配されます。側溝等に近づ
かないよう御家庭でも繰り返し注
意をお願いします。




